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39 - 一般路線 

新戦線の一般路線は、ナチス禁止期間中の国家社会主義ドイツ労働者党

（NSDAP）の党内路線に代わるものである。 

国家社会主義における党は、人民の組織された生きる意志を体現し、新秩

序に向かうその意志の担い手である（「意志」を参照）。そのために、党

員を共通の政治的意思形成に従わせる。党によって組織されたこの意志の

形成は、国家社会主義者の内的自由を妨げず、革命を勝利に導くために必

要な規律に彼を縛りつけるものであ

る。それは、党是として具体化され

ている。 

党の方針に従順な者だけが党員にな

れるのだ! 

党綱領は、党綱領の拘束力のある解

釈、党史の提示、国家社会主義の世

界観と生活態度の理解の基礎、そし

て最後に、権力への闘争と権力奪取

後の新秩序建設の闘いにおける党の

戦略・戦術の定義から構成されてい
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ます。国家社会主義革命は、党とそれが強制する党の路線なしにはありえ

ないので、国家社会主義党が存在しないか、禁止されているところでは、

国家社会主義者は、党を作るために組織されなければならないのである。  

この仕事は、ドイツの新戦線が引き継いでいる。党を設立するための組織

的な闘いは、拘束力のある政治路線、この場合は新戦線の一般路線を必要

とします。これは、将来の党の路線と同じ問題を明らかにし、戦闘的に自

己を主張し、こうして組織された国家社会主義者-国家社会主義党の建設

を目的とする規律ある意志を形成することを可能にする。 

この一般路線は、もちろん、後の正当な党指導部によって確認されること

を条件とし、つまり、当面の間だけ有効である。したがって、新戦線は、

NSDAPの再確立のための闘争において、たとえ綱領、歴史認識、思想的

定義などの問題で一般路線に同意しないとしても、すべての真の、すなわ

ち善意の国家社会主義者の支援を期待している。したがって、新戦線の一

般路線では、戦略と戦術が明らかに前面に出ています。  

新戦線の一般路線は、その指導部の実践的な命令と、政治用語集の理論的

な説明の中に表現されています。 

  

40 - ドイツ 
 ゲルマン民族はアーリア人種の中核をなす民族である（アーリア人参

照）。ローマ人、スラブ人、東インド・ヨーロッパ人とともに四族のひと

つで、ヨーロッパ、特に大陸の中央と北部に定住している。人種的には、

ゲルマン民族はアーリア系の北方人類型に属し、歴史的にはローマ帝国思

想の継承者であり、ローマ崩壊後は帝国の主要な民族的担い手である。  

ゲルマン民族の主要な民族はドイツ人である（ドイツを参照）。したがっ

て、本来の国家社会主義は、北欧系ゲルマン人の思考と感覚から生み出さ

れたものであり、もともとこの種の人々だけに向けられたものであった。

ドイツ帝国は、まず大ドイツ帝国となり、最終的には北欧ゲルマンの血を

引くすべての人々を包含する大ゲルマン帝国となった。 

この大ゲルマンの願望に忠実に、新世代の国家社会主義は、ゲルマン連邦

の枠内で、第四帝国の一部として、ヨーロッパのすべてのゲルマン民族の
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統一をめざして戦うのである。  

しかし、アーリア民族全体の生存を危うくし、その意志的統一を必要とす

る第二次世界大戦の歴史的結果と結果によって、今日の国家社会主義は、

自らをアーリア民族全体の組織的な生存意志であり、すべての白人民族の

形成を望んでいるとみなしているのです。この民衆の意思の担い手は、そ

れぞれの国家社会主義政党である（「国家社会主義ドイツ労働者党」も参

照）。しかし、このアーリア人種の種の保存と発展のための政治闘争の包

括的なコミットメントは、常に北欧ゲルマン人の種と性質に応じた生存と

より高い発展を確保するという課題を含むものである。 

Gesinnungsgemeinschaft der Neuen Frontに結ばれた国家社会主義者は、ま

ずドイツ人、次にゲルマン人、次にヨーロッパ人、最後に白人である。 

  

41 - MINDED 

 西洋型民主主義の条件下では、国家社会主義党は合法的革命という戦術

を用いる。つまり、国民の大多数を納得させ、現行憲法の枠内で権力を掌

握しようとするものである。  

これは、日和見主義から行われるものではなく、支配体制への内部適応に

つながるものでもなく、革命への裏切りを意味するものでもない。むし

ろ、国家社会主義の目標、すなわち新秩序の基礎としてのフォルクスゲマ

インシャフトは、国民の大多数に対して達成することはできず、彼らの同

意によってのみ達成されるということを理解した結果なのである。だから

こそ、国家社会主義党は、革命を裏切ることなく、民主主義の形式的なメ

カニズムを利用することができるのである。 

もちろん、支配体制も、民主主義の形式を尊重することは、それを認める

ことではないこと、その先にあるのは革命であることを承知している。だ

から、民主主義国家であっても国家社会党はますます迫害されるのであ

る。特にFRGは、外見上、西欧型民主主義を標榜しているだけで、本質的

にはアメリカとシオニズムの支配下にある半植民地的存在であり、本質的

に主権を持たない占領地である（Sovereigntyも参照されたい）。 

このことは、ドイツ連邦共和国において、自由を求めるヴェルキッシュの

意志が特に厳しく迫害されたこと、つまり国家社会主義ドイツ労働者党が
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禁止されたことを説明している。とはいえ、こうした状況下でも、新戦線

は形式的な民主主義のゆとりを利用している。指導者、幹部、メンバーは

意識的に自分の意見を理由に投獄されるなど政治的迫害にさらされ、これ

を戦略の一部とみなしている。 

 新戦線は、支持者の投獄を破滅や敗北と見なさず、体制が危険を認

識し、この闘いに脅威を感じ、それゆえ運動が正しい軌道にあるこ

とを証明するものだと考えている。 

 新戦線は、支持者の投獄は短期的には問題を引き起こすが、長期的

には幹部の強化と強化、過激派エリートの育成につながる選別プロ

セスを生み出すことを認識している。 

 新戦線は、支持者の投獄を必要な犠牲と理解し、長期的には人々の

意識の中でその効果を発揮し、運動に注目、関心、尊敬、そして最

終的には賞賛をもたらす。 

 新戦線は、支持者の投獄を指摘し、表現の自由や基本的権利という

崇高なフレーズが国民を欺き、内外の隷属のイチジクであることを

暴き、体制の偽善を証明することに成功しているのである。 

これらの理由から、新戦線は政治闘争において支持者の投獄を受け入れ、

それをプロパガンダに利用しているのです。しかし、違法性のカルトを実

践することはなく、あらゆる余裕を使い、法律を遵守するよう努め、反対

者を迫害し投獄することで自らの誤りを公に証明するシステムに委ねてい

るのです。 

このようなナチス禁止条件のもとでの法的革命のための闘いは、新戦線が

常に、支持者の迫害とゲシュンゲシュンへの恐怖を取り除き、国家社会主

義者のゲシュンゲシュンが長期的には運動に利益をもたらし、支配体制の

転覆に貢献するという確信を伝えることに成功する場合にのみ、成功しう

る。これに対して、新戦線は、武力抵抗の戦術-人狼-を、自由を求めるド

イツの闘いの現在の歴史的段階には不適切なものとして否定している。 

  

42 - 利益参加 
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 国家社会主義ドイツ労働者党は、ドイツ社会主義の党であるため、社会

主義的な国家共同体の建設に努めています。これは、労働者階級が国民経

済の生産資産に参加し、共同責任を負うというコーポラティヴィズムの経

済形態で実現される。この目標は、NSDAP党綱領の第14項にある大企業

における利益分配の要求によって達成されている。  

これは明らかに、国家社会主義人民国家によって国有化された主要産業

（「国家」を参照）と、それ以前にすでに社会化されていた企業（「国有

化」も参照）を対象としている。なぜなら、このようにして、労働者の仕

事への愛着が促進され、成功に対する極めて個人的な関心が喚起されるか

らであり、彼の利益分配は達成された具体的な利益に依存するからであ

る。 

したがって、大きな利益を上げる国営企業はすべて、すぐに再法人化さ

れ、株券は生産資産における労働者の不可侵の財産として労働者に発行さ

れるのである。このように、企業コミュニティが企業のオーナーとなるの

です。  

この規制から除外されるのは、収益事業、非営利目的のため多かれ少なか

れ赤字になることが避けられない事業、そして明らかに私有財産であり、

中産階級にサービスを提供する中小企業である。そこでは、国富に参画す

る従業員に対して、法的な補償の取り決めがなされている。 

国家社会主義圏では、生産手段に対する処分権は、例外を除いて、依然と

して私有財産と結びついているので、労働者の所有に移される大企業に

とっては、工場共同体が所有者となったので、企業の主人になることを意

味する。したがって、利益分配は必然的に労働者の企業に対する共同責任

につながる。この共同責任は、権限が拡大され、3分の1パリティに基づい

て構成されるワークス評議会によって行使される。労働者評議会の3分の1

は国によって任命され、3分の1は後援者であり全労働者の利益を代表する

労働戦線によって、そしてもう3分の1は自由な個人選挙で工場コミュニ

ティによって直接選出される。  

他の労働者が不利にならないようにするため、国営企業や民営企業でも同

様の共同責任を導入しています。民間企業では、労働者評議会は企業、労

働組合、労働者コミュニティの代表者それぞれ3分の1ずつで構成されてい
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ます。  

このようにして、人民同志の富の蓄積とともに、人民の富に対する共同責

任と利益分配が同時に促進され、真の社会主義人民共同体が建設されるの

である。 

  

43 - FAITH 

 信仰は国家社会主義者の生業だ!信仰は、国家社会主義がその信奉者すべ

てに要求するものであり、特にその政治的兵士であるシュトゥルム＝アブ

テイルングに要求するものである。政治家としての十戒のうち、「信」は

第一の戒めである。しかし、信仰は本当に求められるのだろうか。むし

ろ、信じるということは、人間の意志の力とは無縁のものであり、自分が

望むと望まざるとにかかわらず、何かを信じたり失ったりするということ

ではないだろうか？ 

実際、国家社会主義者の思想を「信じる」ことはできないし、そうすべき

ではない。それは、宗教でもイデオロギーでもない。恣意的な信念の教条

主義を教えない。国家社会主義とは、簡単に言えば、生命の法則、その環

境における人間の生物学的性質と運命の実現であり、種と自然に則した秩

序の実現、種の保存と発展のために働くという理想主義的な決意なのだ。

一方は科学的知識論としての生物学的ヒューマニズムに代表され、他方は

価値観念論の倫理学に代表されるものである。新秩序のために戦うため

に、国家社会主義者は国家社会主義党、ドイツでは国家社会主義ドイツ労

働者党に組織化される。そして、この党は今、すべての党員、とりわけそ

の政治的兵士に、3つの信仰を要求しているのである。 

 党への信頼 

 同志信仰（同志社を参照）。 

 自己信頼 

この戒め：「信仰」とは、思想的な主張などの真偽を問うものではなく、

この「信仰」とは、「信じる」という決断のことである。教義に服従する

のではなく、自分の人生を共同体に委ね、そこから意味と価値を得るとい

う意志を求めるのです 
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 党を信じるということは、人民の組織された生きる意志であり、国

家の政治的前衛組織である党が常に正しいということを信じるとい

うことである。国家社会主義者が党に対して「正しい」なんてこと

はありえない。一つ一つの決断が常に正しくなければならないから

ではなく、目標が正しく、党によって組織された仕事、党によって

導かれた闘いなしには、この目標は決して達成されないからであ

る。 

 同志への信頼とは、人間のあらゆる欠点や短所にもかかわらず、同

志が常にあなたの横に立ち、あなた自身が止めなければならなかっ

た戦いを、何世代にもわたって続けてくれることを信じることであ

る。 

 自分への信頼とは、自分の力への自信である。信じている人は、

往々にして自分が思っている以上に強いものです。彼は信じている

限り、どんなことにも耐えることができるのですそのため、国家社

会主義者はプライドと反抗心を持ち、それを支配するマイナス世界

にぶつけることができるのです。 

  

44 - 「EQUALITY 

 国家社会主義は、生物学的ヒューマニズムの世界観として、自然法則に

よって決定される生命の実在に立脚し、あらゆる教条主義を否定する。し

かし、そのようなドグマのひとつに、人間の平等性の主張がある。人生の

現実は平等ではなく、多様性である（差別化も参照）。人は生物学的に、

そして精神的にも、人種や民族、男性や女性といった性別、さらには一人

の人間として異なっているのです。生命に奉仕するためには、この多様性

を維持し、強化する必要があります。 

だからこそ、国家社会主義は、民族と人格の価値の最高の体現を個人の中

に見いだし、目覚めさせようとする価値理想主義の人間像のために戦うの

である。男女の自己実現のために戦う（「メナーブントと母性」参照）。

しかし、何よりも民族と人種の種の保存と発展のために戦っているので

す。種の保存と発展のためのこの闘いにおいて、国民のすべての構成員は
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平等な権利と義務を有する-これこそ唯一の平等である。  

誰もが自分の居場所で、自分の能力と傾向に従って、平等な権利と義務を

持ち、可能な限り最善の方法で自分の国民と民族に仕えることができるこ

とです 

だからこそ、国家社会主義ドイツ労働者党は、党綱領の第9項で、すべて

のフォルクスジェノッセンに市民として平等な権利と義務を要求している

のです。第0項は、第一の義務として、すべてのフォルクスジェノッセン

に対して、精神的または肉体的に創造することを一貫して要求し、それに

よって、その活動はフォルクスジェマインシャフトの利益にならなければ

ならないとしています。すべての義務は同時に権利も含んでおり、それが

フォルクスジェノッセンの自由を構成しているのです。最も重要なのは 

1. 国家社会のために働く権利と義務。 

2. 交配と家族の創設を自由に選択する権利（家族を参照）、優生学と

人種法に従って国民の身体を純粋に保つ義務（人種衛生も参照）。 

3.自己 の人格を実現するための自由の権利と、この自由を人民と民族

の 種の保存と発展に結びつけなければならない義務。 

これらの権利と義務は、生活の倫理において人民同志の平等を生み出すと

同時に、すべての人間の基本的な生物学的不平等を尊重するものである。 
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21. 

 

   昔（あまりにも昔）、1940年の戦争のために洗脳された仲間たちから

「ナチス！」と呼ばれたことがある。愚かな風潮に逆らうのは簡単なこと

ではありませんでした。そして1942年、徴兵制に反対する愚かな選択とし

て、私は海軍のCBに入隊したのですが、これは私を大馬鹿者にしていた

かもしれません。ガダルカナルに送られた私は、手と目、そしてもう片方

の目の視力の多くを失いました。戦争から持ち帰った唯一の永久的なもの

は、FDRの墓に小便をかけたいという燃えるような願望（実現しなかっ

た）であった。 

   運命のいたずらで、私は1970年に官僚（テキサス州雇用委員会の面接

官）になった。素晴らしい給与と福利厚生を提供するアファーマティブ・

アクションの仕事を見て、私はシートに "BLACK OR MEXICAN ON-

LY!"（黒人かメキシコ人）と書いた。 

   事務所の女性がヅラをひっくり返した。"そんなことしちゃだめよ、

だって不法行為なんだから！"それが真実です、と私が答えても無駄だっ

た。命令書は書き直された。そこで私は、この命令が机の上に残っている

間に、その立派な仕事を危険にさらして、白人の応募者にこう言ってやっ

た。そして、それを彼らに見せた。2回ほど男性が爆発しました。  "連絡

先がわかったら、ナチスかKKKに入るよ！"と。私は、彼らが誠実であれ

ば、私が手元に置いている2つのアドレスを渡し、もし彼らが私から受け

取ったと言えば、私はそれを否定するだけだと、それぞれに伝えました。  

私は決してフォローアップをしなかった。 

   職場のリベラル派が、ダラスの編集者に宛てた手紙のコピーを添えて、

匿名の手紙を地域担当者に送り、私のような考えを持つ者は国家公務員に

なるべきではないと提案したのです。彼は怒ったが、解雇の根拠はなかっ

た。それに、私は退役軍人の3大組織に所属しており、障害を持つ退役軍

卍の下で楽しむ 

ゲルハルト・ラウクによる逸話集 



10 

人を解雇すれば問題が起きることは彼も承知していた。私は、事務所に卑

怯な背後霊がいると言って、事務所内に衝撃を与えた。なぜか？なぜな

ら、その手紙には私の自宅の住所が書かれていたからです。その町で私が

滞在した場所ではなく、彼らが知っている以外のこの名前はなぜなので

しょうか？そして、その手紙は州本部ではなくエリア・スーパーバイザー

に送られ、指揮系統がどこにあるのかを知っている者は、オフィスの外に

ほとんどいなかったのです。それ以来、彼らは私をひどく恐れて、まるで

卵の上を歩くかのように行動するようになった。それに、彼らのほとんど

は良い友達になった。4年半後、私は完璧な記録と、気が変わったら再雇

用してもらえるような推薦状を手に入れました。 

   そこで私は農場に戻り、たくさんの「編集者への手紙」を書いた。ダラ

スのユダヤ人が、私の故郷のPLOの宣伝担当として、私宛に手紙をくれた

のだ。郵便配達員は誰に配達すればいいかわかっていたに違いない。 

   その後、「素敵なクリスチャンの女性」が、「私を反ユダヤ主義の罪か

ら救おう」と決意して、私に手紙を書き始めた。しかし、ある手紙の中で

私は、薄汚い、裏切り者の、淫乱なFDR老人は、絞首刑を免れた史上最高

の悪党であるという意見を述べた。彼女は、自分の身を守ることができな

くなった死者を悪く言うのは罪であると教えてくれたが、私はそんなこと

は聖書には書いていないと言った。しかし、その情報は私を二重に喜ばせ

た。というのも、彼女の中に、死者でありながらもはや自分の名を守るこ

ともできない哀れなアドルフ・ヒトラーを決して悪く言わない人物を発見

したからである。驚いた。彼女は二度と私に手紙を寄こさなかった。彼女

は私が十分に「救われた」と思ったのだろう、他の貧しい罪人たちと一緒

に時間を過ごした。 
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